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電気製品は安全のための注意
事項を守らないと、火災や人身
事故になることがあります。

本書には、事故を防ぐための重要な注意事項と
製品の取り扱いかたを示しています。本書裏面
の「安全のために」の記載およびHUIS REMOTE 
CONTROLLERの取扱説明書をよくお読みのう
え、製品を安全にお使いください。	
お読みになったあとは、いつでも見られるとこ
ろに必ず保管してください。

内容品を確かめる

•	HUIS BLUETOOTH® CRADLE 
（以下、クレードル）

充電端子

（呼び出し）ボタン

マイクロUSB端子

•	USB ACアダプター
•	USBケーブル

•	取扱説明書（本書）
•	保証書

できること

本機は、「HUIS REMOTE CONTROLLER（以下、
HUISリモコン）」専用クレードルです。本機と併せ
て以下のように使うことができます。

クレードルは、コンセントに接続した状態で
お使いください。

HUISリモコンの充電
コンセントで充電できます。

HUISリモコンを探す*
HUISリモコンが見当たらないときに、音を鳴らし
て位置を確認できます。

HUISリモコンでBluetooth機器を操作
する*
ゲーム機やセットトップボックスなどのBluetooth
対応機器と接続すると、HUISリモコンを使って操
作できます。また、HUISリモコンをBluetoothキー
ボードとしても使うことができます。

* ‌�これらの機能を使うには、HUISリモコンのアッ
プデートが必要な場合があります。アップデート
については「準備1 HUISリモコンをアップデート
する」をご覧ください。

準備1  
HUISリモコンを 
アップデートする
クレードルを使用するには、HUISリモコンのソフ
トウェアをバージョン3.0.0以上にアップデートし
てください。
以下の手順で、バージョンの確認とアップデート
ができます。

1	 HUISリモコンの  ホームボタン
を押して  （設定）ボタンをタップ
する。

2	［システム］をタップする。
表示されたソフトウェアのバージョンが
3.0.0以上になっていない場合は、以降の手
順に従ってアップデートしてください。
3.0.0以上の場合は、「準備2 クレードルを
電源に接続する」へ進んでください。

3	HUISリモコンをパソコンに接続す
る。

HUISリモコンに付属の
USBケーブル

4	サポートページの「アップデート情
報」（http://huis.jp/update/）か
らアップデートファイルをダウン
ロードし、パソコンに認識された
HUISリモコンの［HUIS-100RC］
フォルダーに保存する。
保存が完了し、パソコンで「取り外す」「安全
に取り外す」操作をした後に、USBケーブル
を外してください。

5	HUISリモコンの  ホームボタン
を押して  （設定）ボタンをタップ
する。

6	［システム］－［アップデートする］を
順に選んでタップする。

7	画面の指示に従ってアップデートす
る。
新しいアップデートファイルがない場合は、

「アップデートできません」とメッセージが
表示されます。

ご注意
HUISリモコンはパソコンに直接接続してください。
クレードルにセットした状態では、パソコンから
認識することができません。

準備2  
クレードルを電源に接続
する

1	 クレードルをコンセントに接続する。

USBケーブル
（付属）

USB AC 
アダプター

（付属）

準備3  
HUISリモコンと 
ペアリングする
クレードルとHUISリモコンをBluetooth接続しま
す。

1	 HUISリモコンの  ホームボタン
を押して  （設定）ボタンをタップ
する。

2	［Bluetooth］－［クレードルとペア
リングする］を順に選んでタップす
る。

3	［クレードルとペアリング］画面が表
示されたら、クレードルの  （呼び
出し）ボタンを「ペアリング成功」と
表示されるまで長押しする（約10秒
間）。
ペアリングが成功すると以下の画面が表示
されます。

HUISリモコンをBluetooth機器のリモコンとして
使う場合は、［リモコン登録］をタップして、画面
の指示に従って接続する機器を登録してください。
あとから登録することもできます。
接続を完了するには［完了］をタップしてください。

HUISリモコンを充電 
する
クレードルにHUISリモコンをセットして、コンセ
ントで充電します。

1	 クレードルがコンセントに接続され
ていることを確認する。

2	クレードルにHUISリモコンをセッ
トする。

充電が開始されると、HUISリモコンに充電
状態が表示されます。

ご注意
クレードルをパソコンに接続して、HUISリモコン
を充電することはできません。

HUISリモコンを探す

クレードルの （呼び出し）ボタンを押すとHUIS
リモコンから音が鳴り、どこにあるかわからない
ときにお知らせします。

1	 クレードルの （呼び出し）ボタン
を1回押す。

（呼び出し）ボタン

HUISリモコンから音が鳴ります。
音を止めるには、リモコン画面の［OK］を
タップしてください。

ご注意
（呼び出し）ボタンを20秒間長押しすると、ク

レードルとHUISリモコンのペアリングが解除され、
Bluetooth機器のペアリング情報も削除されます。

（呼び出し）ボタンを長押ししないでください。

困ったときは

他のBluetooth機器と接続したい
接続中のBluetooth機器の登録を解除して新しく
登録し直してください。
ホーム画面右上の  （設定）ボタンをタップし、

［Bluetooth］－登録しているBluetooth機器
名－［ペアリングを解除］を順にタップし、接続を
解除してから新しくペアリングの設定をしてくだ
さい。

 （呼び出し）ボタンを押しても、リモコ
ンから音が出ない
•	クレードルがコンセントに接続されているか確

認してください。
•	HUISリモコンとクレードルがBluetooth接続し

ていない場合、音は出ません。 
「準備3 HUISリモコンとペアリングする」を参照
してBluetooth接続してください。

•	HUISリモコンのバッテリー残量がない場合、音
は出ません。

ホーム画面右上の  （追加）ボタンを
タップしても［ペアリングする］が表示さ
れてない
HIUSリモコンとクレードルがBluetooth接続して
いない場合、［ペアリングする］は表示されません。

「準備3 HUISリモコンとペアリングする」を参照し
てBluetooth接続してください。

HUISリモコンの使いかたを調べるに
は
インターネット上で提供している「ヘルプ
ガイド」（Web取扱説明書）をスマートフォ
ンやパソコンでご覧ください。

http://rd1.sony.net/help/remote/huis100rc/ja/

Bluetooth機器の 
リモコンとして使う 
クレードルを介して、HUISリモコンをBluetooth
機器（ゲーム機やセットトップボックスなど）のリ
モコンやBluetoothキーボードとして使うことが
できます。以下の手順で、Bluetooth機器とペア
リングしてください。

Bluetooth機器とクレードルをペアリン
グする

1	 HUISリモコンの  ホームボタン
を押して  （追加）ボタンをタップ
する。

2	［ペアリングする］をタップする。
ペアリング待機状態になります。

3	Bluetooth機器のBluetooth機能
をONにして、本機（HUIS-200CR）
を選びペアリングする。

Bluetooth機器によっては、パスキーの入力また
は登録する機器の設定が必要な場合があります。
画面の指示に従って設定してください。ペアリン
グが完了すると、以下の画面が表示されます。

Bluetooth機器を操作する

1	 HUISリモコンの  ホームボタン
を押して、操作する機器のリモコン
をタップする。

2	操作したいボタンをタップする。
キーボードに切り替える場合は、画面下端
を画面外からスワイプして切り替えます。

他のBluetooth機器を操作したい場合は、現在登
録している機器とのペアリング解除が必要です。
HUISリモコンのホーム画面で右上の  （設定）ボ
タンをタップし、[Bluetooth]－登録している
Bluetooth機器名－[ペアリング解除]を順にタッ
プして、ペアリングを解除します。その後、上記「ペ
アリングする」の手順で他の機器とペアリングして
ください。



安全のために
ソニー製品は安全に充分配慮して設計されてい
ます。しかし、電気製品はすべて、まちがった
使いかたをすると、火災や感電などにより人身
事故になることがあり危険です。事故を防ぐた
めに次のことを必ずお守りください。


安全のための注意事項を守る

この「安全のために」の注意事項をよくお読みく
ださい。

定期的に点検する
ほこりがたまっていないか、故障したまま使用
していないか、などを定期的に点検してくださ
い。

故障したら使わない
すぐにソニーの相談窓口に修理をご依頼くださ
い。

万一、異常が起きたら
異常な音・においがしたり、煙が出たら、お買
い上げ店またはソニーの相談窓口に修理をご依
頼ください。

警告表示の意味
本書では、次のような表示をしています。
表示の内容をよく理解してから本文をお読
みください。

この表示の注意事項を守らないと、火災・感
電・発熱・破裂などにより死亡や大けがなど
の人身事故が生じます。

この表示の注意事項を守らないと、火災・感
電などにより死亡や大けがなど人身事故の
原因となります。

この表示の注意事項を守らないと、感電や
その他の事故によりけがをしたり周辺の物
品に損害を与えたりすることがあります。

注意を促す記号

行為を禁止する記号

行為を指示する記号

下記の注意事項を守らないと火災・感電
などにより死亡や大けがの原因となり
ます。

幼児やペットなどに誤って触
らせない
幼児やペットが誤って操作すると、
火災や大けがなどの原因となります。
使用後は、幼児やペットが誤って触らないよう、
手の届かないところに置いてください。

水のかかる場所や湿気のある
場所に置かない
水のかかる場所や湿気のある場所
では使用しないでください。
火災や感電の原因となります。

分解や改造をしない
火災や感電の原因となります。危
険ですので、絶対に自分で分解し
ないでください。
内部の点検や修理はソニーの相談窓口へご相
談ください。

内部に水や異物を入れない
水や異物が入ると火災や感電の原
因となることがあります。
万一、水や異物が入ったときは、USBケーブル
を抜いて、お買い上げ店またはソニーの相談窓
口にご相談ください。

高温下では使用しない
高温の場所で本機を使用すると、
火災、発火、発煙の原因となるこ
とがあります。
周囲温度が40℃を超える場所や、直射日光の
あたる場所では使用しないでください。

本機の端子に異物を入れない
端子がショートして、誤動作や故
障の原因となることがあります。

本機に強い衝撃を与えない
落下させる、投げつけるなどの強
い衝撃を与えないでください。
破裂・発熱・発火・故障の原因となります。

指定以外のケーブルを使わな
い
破裂や過熱などにより、火災、け
がや周囲の汚損の原因となります。

本体やケーブルを布団などで 
おおった状態で使わない
熱がこもってケースが変形したり、
火災の原因となることがあります。

コード類は正しく配置する
コード類は足に引っかけたりして
引っぱると製品の落下や転倒など
によりけがの原因となることがあるため、十分
注意して接続・配置してください。

下記の注意事項を守らないとけがをした
り周辺の物品に損害を与えたりすること
があります。

安定した場所に置く
ぐらついた台の上や傾いたところ
などに置くと、製品が落ちてけがの
原因となることがあります。また、置き場所の
強度も充分に確認してください。

高温の場所や、湿気の多い場
所で使用・保管・放置しない
火のそばや直射日光のあたるとこ
ろ・暖房器具の近くや炎天下の車中などに置く
と、変形したり、火災の原因となることがあり
ます。

直射日光のあたる場所や熱器
具の近くに設置・保管しない
内部の温度が上がり、火災の原因
となることがあります。

特定の状況下ではワイヤレス
機能を使用しない
本機はワイヤレス機能を内蔵して
います。
以下の点に注意してご使用いただき、障害など
が発生した場合には、本機を使用しないように
してください。
•	航空機の機内では本機を使用しないでくださ
い。電波が影響を及ぼし、誤動作による事故
の原因となるおそれがあります。
•	本機を自動ドア、火災報知器などの自動制御
機器の近くでは使用しないでください。電波
が影響を及ぼし、誤動作による事故の原因と
なるおそれがあります。
•	本機を使用中に他の機器に電波障害などが発
生した場合は、ただちに使用をやめてくださ
い。電波が影響を及ぼし、誤動作による事故
の原因となるおそれがあります。

使用上のご注意
本機について
•	 本機は日本国内専用です。海外での使用は
動作保証するものではありません。

•	 本機のワイヤレス機能は日本国内専用です。
海外では国／地域によって電波使用制限が
あるため、本機のワイヤレス機能を使用した
場合、罰せられることがあります。

•	 本製品は医療機器、原子力設備や機器、航
空宇宙機器、輸送設備や機器などの人命に
関わる設備や機器、および高度な信頼性を
必要とする設備や機器やシステムなどへの
組み込みや使用は意図されておりません。こ
れらの用途に本製品を使用され、人身事故、
社会的障害などが生じても弊社はいかなる
責任も負いかねます。

•	 本製品を使用中に発生したデータやプログラ
ムの消失、破損についての補償はいたしかね
ます。定期的にバックアップを取るなどの対
策をあらかじめ行ってください。

置いてはいけない場所
使用中、保管中にかかわらず、次のような場所
に置かないでください。故障などの原因になり
ます。
•	 異常に高温になる場所	
炎天下や夏場の窓を閉め切った自動車内は
特に高温になり、放置すると変形したり、故
障したりすることがあります。

•	 直射日光の当たる場所、熱器具の近く	
変形したり、故障したりすることがあります。

•	 激しい振動のある場所
•	 強力な磁気のある場所
•	 砂地、砂浜などの砂ぼこりの多い場所	
海辺や砂地、あるいは砂ぼこりが起こる場所
などでは、砂がかからないようにしてくださ
い。故障の原因になるばかりか、修理できな
くなることもあります。

•	 安定していない場所	
製品が落ちてけがや故障の原因となります。

USB ACアダプターについて
•	 USB ACアダプターは手近なコンセントを使
用してください。	
本機を使用中、不具合が生じたときはすぐに
コンセントからプラグを抜き、電源を遮断し
てください。

•	 USB ACアダプターを壁との隙間などの狭い
場所に設置して使用しないでください。

取り扱いについて
落としたり、重いものを乗せたり、強いショッ
クを与えたり、圧力をかけないでください。本
機の故障の原因となります。

お手入れについて
•	 柔らかい布で軽く拭いてください。汚れがひ
どいときは、水で薄めた中性洗剤に柔らかい
布を浸し、固くしぼってから汚れを拭き取り、
乾いた布でから拭きしてください。アルコー
ルやベンジン、シンナーなどは使用しないで
ください。

•	 布にゴミが付着したまま強く拭いた場合、傷
が付くことがあります。

Bluetooth機能について
機器認定について
本機は、電波法に基づく小電力データ通信シス
テムの無線設備として、認証を受けています。
従って、本機を使用するときに無線局の免許は
必要ありません。
ただし、以下の事項を行うと法律により罰せら
れることがあります。
•	 本機を分解／改造すること

周波数について
本製品は2.4 GHz帯を使用しています。他の無
線機器も同じ周波数を使っていることがありま
す。他の無線機器との電波干渉を防止するた
め、下記事項に注意してご使用ください。

本製品の使用上の注意
本製品の使用周波数は2.4 GHz帯です。この周
波数帯では電子レンジ等の産業・科学・医療用機
器のほか、他の同種無線局、工場の製造ライン
等で使用される免許を要する移動体識別用構
内無線局、免許を要しない特定の小電力無線
局、アマチュア無線局等（以下「他の無線局」と
略す）が運用されています。
1.	 製品を使用する前に、近くで「他の無線局」
が運用されていないことを確認してくださ
い。

2.	万一、本製品と「他の無線局」との間に電波
干渉が発生した場合には、速やかに本製品
の使用場所を変えるか、または本製品の運
用を停止（電波の発射を停止）してください。

3.	不明な点その他お困りのことが起きたとき
は、ソニーの相談窓口までお問い合わせく
ださい。

この無線機器は2.4 GHz
帯を使用します。変調方
式としてFH-SS変調方式
を採用し、与干渉距離は
10 m以下です。XX8はそ
の他の方式を採用し、与
干渉距離は80 mです。

主な仕様
通信
Bluetooth version 4.1 
（HUIS-200CRとHUIS-100RCはBluetooth low energy
で通信します）

外部インタフェース
Micro USB

使用温度範囲
5℃～ 35℃

最大外形寸法
約81 mm×30 mm×44 mm（幅／高さ／奥行き）

質量
約35 g

最大通信距離
見通し距離 約10 m*

付属品
USB ACアダプター
USBケーブル
取扱説明書（本書）
保証書

*	通信距離は目安です。周囲環境により通信距離が変
わる場合があります。

仕様および外観は、改良のため予告なく変更すること
がありますが、ご了承ください。

商標について
•	 HUISはソニー株式会社の商標です。
•	 Bluetooth®は、Bluetooth SIG, Inc.の所有
であり、ソニーはライセンスに基づきこの
マークを使用しています。

•	 その他、本書で登録するシステム名、製品
名は、一般に各開発メーカーの登録商標ある
いは商標です。なお、本文中では、™、®マー
クは表記していません。本書に明示されてい
ないすべての権利は、その所有者に帰属しま
す。

保証書とアフターサービス
保証書
この製品には保証書が添付されていますので、
お買い上げの際お買い上げ店でお受け取りくだ
さい。
所定事項の記入および記載内容をお確かめの
うえ、大切に保存してください。
保証期間は、お買い上げ日より1年間です。

アフターサービス
•	保証期間中の修理は	
保証書の記載内容に基づいて修理させていた
だきます。	
詳しくは保証書をご覧ください。
•	保証期間経過後の修理は	
修理によって機能が維持できる場合は、ご要
望により有料修理させていただきます。
•	部品の保有期間について	
当社ではHUIS BLUETOOTH® CRADLEの補修
用性能部品（製品の機能を維持するために必
要な部品）を、製造打ち切り後3年間保有して
います。この部品保有期間を修理可能の期間
とさせていただきます。

機種名：HUIS-200CR

お問い合わせ窓口
http://huis.jp/support.html

修理のご相談
フリーダイヤル························0120-222-330
携帯電話・PHS・一部のIP電話	
·············································050-3754-9599 
FAX··········································0120-333-389

ソニー株式会社 	
〒108-0075東京都港区港南1-7-1


